









































































































































































































































































































































（）???『?﹇??『????『??? 『 ????『﹇? ﹇
?。?????、????
?》?﹇『??、??、??《
》『????????．?、↑???? 、??、??、??、 ?》?、 ? 、???、? 、、?。、 ???、 ? ???、 ?》?、 、???、? ?、???、 、???、 っ? ???、 ? 、↑》?、 ??????? ????、 、 、』??、 ?、?》?? ???????? 、?、??? ???? 、?????? 、?》?、 、???》?? 。》?、?っ ???????《????????? 《??? 〉?? 《? ??《 ? ?? 》? ??． ?
????
?? ?《? 《? 『? 《
?????
??????
???????
????????
??〉????
????????????
??????
???????
???
?????
????????????
?????
??????
??????????????????????????
????
??????
????
???
???????
?????、???
寸
淵
1-0
淵
3心
雪雲の移動に伴う降水中のnss-硫酸イオン濃度の変化
内で非海塩性硫酸イオンと海塩成分が均一に混合され
ていたことが考えられる。また，データ数は少なかっ
たが，弱い冬型気圧配置時には富山県内で近隣汚染の
影響を受けている可能性のあるデータを得た。
が食い違った原因は不明である。
一方，1月27日分のデータからは，弱い冬型の場合，
富山県内で非海塩性硫酸イオン，および，硝酸イオン
濃度が上昇する傾向が見られた。富山県内では冬型気
圧配置時には地上付近では内陸から富山湾に向けて南
西よりの風が吹くが，この調査の場合，ナトリウムイ
オン濃度が富山県内で若干上昇している点から考えて。
富山湾から内陸に向けて北よりの風が吹いた可能性も
ある。
さて，図6は富山県内の石油製品の販売量の月別変
化を示したものであるが，冬期には暖房需要に起因す
ると考えられる販売量の増加が見られ，これが県内で
消費された場合，当然，排出される硫黄酸化物の量も
増大すると考えられる。弱い冬型の場合，これらの地
元で排出された硫黄酸化物などの捕捉率が高まるため
に降水中の濃度が増大するのではないかと考えられる”
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図6富山県内における石油製品の販売量（資源エネルギ
ー庁統計）
まとめ
今回の調査では，強い冬型気圧配置時の降水中の非
海塩性硫酸イオン濃度が季節風の移動方向に沿って海
岸から内陸に向かうにつれて減少し，その減衰様式は
海塩成分のナトリウムイオン濃度の減衰様式とよく似
た挙動を示す現象が見られた。その原因として，雪雲
の元’
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